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講
演
会
お
よ
び
民
間
事
業
者
視
察
研
修
（
１
月
３１
日
）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
導
入

の
調
査
・
研
究
の
た
め
、
大
学
教
授
の
講
演
会

お
よ
び
民
間
事
業
者
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
会

演
題
「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
お
け
る

光
フ
ァ
イ
バ
ー
導
入
に
つ
い
て
」

講
師
　
静
岡
大
学
工
学
部

電
気
・
電
子
工
学
科

教
授
　
犬
塚
博
氏

民
間
事
業
者
視
察

・
㈱
ビ
ッ
グ
東
海

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
本
部
（
沼
津
市
）

総
務
経
済
委
員
会

視
察
研
修
（
２
月
１
日
〜
２
日
）

原
子
力
発
電
に
関
す
る
知
識
の
習
得
と
増

設
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

の
た
め
、
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

視
察
先

・
九
州
電
力
㈱
川
内
原
子
力
発
電
所

（
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
）

・
九
州
電
力
㈱
山
川
発
電
所

（
鹿
児
島
県
指
宿
市
）

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

議
員
視
察
研
修

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
我
が
市
へ
の

影
響
に
つ
い
て
お
よ
び
農
業
振
興

策
に
つ
い
て

岡 村　勝

菅
首
相
が
６
月
開
催

予
定
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
議
参

加
を
表
明
し
て
い
る
が
、
我
が

市
の
農
業
、
各
種
産
業
、
市
民

生
活
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

農
林
水
産
省
の
試
算

に
よ
る
と
、
国
内
農
産

物
の
生
産
減
少
額
は
４
兆
１
千

億
円
程
度
、
就
業
機
会
は
３
４

０
万
人
程
度
の
減
少
、
そ
し
て

食
糧
自
給
率
は
４０
％
か
ら
１４
％

に
急
落
す
る
と
発
表
し
て
い
ま

す
。
本
市
の
影
響
に
つ
い
て
平

成
１８
年
度
産
出
額
数
値
を
品
目

別
影
響
試
算
に
あ
て
は
め
て
み

る
と
、
約
２２
％
の
生
産
額
減
少

と
い
う
非
常
に
厳
し
い
数
字
が

試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
拙
速
な

判
断
は
せ
ず
、
十
分
す
ぎ
る
ほ

ど
の
議
論
を
重
ね
、
慎
重
な
対

応
を
と
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

６
次
産
業
化
の
振
興

策
は農

産
物
直
売
所
や
実

験
的
な
加
工
所
へ
の
整

備
を
砂
地
試
験
場
跡
地
に
計
画

中
で
す
。
農
業
者
の
所
得
向
上

に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

海
外
市
場
進
出
の
行

政
支
援
に
つ
い
て
は

海
外
市
場
を
マ
ー
ケ

ッ
ト
と
し
た
見
本
市
な

ど
へ
市
内
の
農
業
団
体
な
ど
が

参
加
す
る
場
合
は
支
援
策
を
検

討
し
ま
す
。有

害
鳥
獣
被
害
対
策

は
捕
獲
は
猟
友
会
へ
委

託
し
、
職
員
の
免
許
取

得
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。
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市
へ
の
展
望
に
つ
い
て

産
業
振
興
・
財
政
運
営

阿 南 澄 男

市
長
の
言
う
大
き
な

発
展
へ
の
産
業
振
興
策
は

円
高
や
人
件
費
の
違

い
に
よ
る
製
造
業
の
国

外
移
転
が
進
む
中
、
従
来
の
業

種
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、

幅
広
い
業
種
を
視
野
に
入
れ
た

誘
致
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、

実
情
に
沿
っ
た
支
援
策
見
直
し

に
も
着
手
し
て
い
き
ま
す
。
農

業
で
は
作
付
け
さ
れ
て
い
な
い

圃
場
や
、
期
間
的
に
農
作
物
の

作
付
け
を
し
な
い
圃
場
へ
他
の

作
物
を
導
入
す
る
複
合
経
営
や

米
粉
お
よ
び
飼
料
米
へ
の
取
り

組
み
は
畜
産
農
家
・
加
工
業
な

ど
と
の
連
携
効
果
を
も
た
ら
す

の
で
推
奨
し
て
い
き
ま
す
。

発
展
の
た
め
に
は
健

全
な
財
政
運
営
が
必
要

で
は

歳
入
面
に
お
い
て
は
、

景
気
の
動
向
を
考
慮
し

た
う
え
で
、
県
の
予
測
な
ど
も

参
考
に
し
な
が
ら
適
正
な
金
額

の
把
握
に
努
め
ま
す
。
歳
出
で

は
、
人
件
費
に
お
い
て
は
職
員

の
削
減
を
図
り
、
給
与
の
適
正

化
を
進
め
ま
す
。物
件
費
で
は
、

臨
時
職
員
の
賃
金
の
見
直
し
、

需
要
費
・
委
託
料
に
つ
い
て
は

予
算
編
成
時
に
請
求
額
の
削
減

に
努
め
、
今
後
も
職
員
の
意
識

改
革
な
ど
に
よ
り
徹
底
し
た
経

費
の
削
減
や
事
業
の
見
直
し
を

行
い
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
政

事
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。
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国
保
税
に
つ
い
て

自
主
運
行
バ
ス
に
つ
い
て

非
核
平
和
都
市
宣
言
に
つ
い
て

５
号
機
に
つ
い
て

清 水 澄 夫

国
保
の
負
担
率
を
変

え
た
こ
と
で
、
低
所
得

者
に
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
を
増
や
し

て
引
き
上
げ
を
止
め
る
べ
き
だ

負
担
率
は
適
正
な
課

税
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

低
所
得
者
に
つ
い
て
は
新
た
な

軽
減
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
は
こ
れ
以

上
増
や
す
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
主
運
行
バ
ス
の
問

題
は
一
向
に
改
善
策
が

見
ら
れ
な
い
が

自
主
運
行
バ
ス
は
公

共
交
通
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
も
入
れ
て
検
討
し
て

き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
昨

年
末
に
集
計
を
終
え
、
結
果
を

踏
ま
え
た
上
で
方
向
性
を
検
討

委
員
会
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

非
核
平
和
都
市
宣
言

の
実
施
の
時
期
に
つ
い

て
市
長
の
考
え
は

核
に
つ
い
て
は
反
対
、

原
子
力
に
つ
い
て
は
賛

成
が
私
の
考
え
で
す
。
非
核
平

和
都
市
宣
言
に
つ
い
て
は
議
会

で
も
協
議
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

５
号
機
の
運
転
再
開

は
時
期
尚
早
で
は
な
か

っ
た
か
。
ま
た
、
説
明
会
も
４

市
だ
け
で
は
な
く
更
に
広
げ
る

��
��

��
��

��
��

��
��

新
学
習
指
導
要
領
・
授
業
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
に
つ
い
て

曽 根 正 浩

理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

現
在
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は

ど
の
様
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
授
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

で
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
電
子
黒

板
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

は
考
え
て
い
な
い
の
か

各
校
４０
台
使
用
で
き

る
パ
ソ
コ
ン
教
室
と
、

平
成
２３
年
度
に
全
校
校
内
Ｌ
Ａ

Ｎ
整
備
が
完
了
し
ま
す
。
文
部

科
学
省
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て

も
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
、
電
子

黒
板
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
実

証
研
究
が
必
要
と
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
２３
年
４
月
よ
り

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き

る
力
」
を
育
む
こ
と
を
理
念
と

し
、
新
学
習
指
導
要
領
が
変
わ

り
ま
す
。
①
教
育
内
容
の
大
き

く
変
わ
る
点
②
中
学
校
で
平
成

２４
年
か
ら
始
ま
る
「
放
射
線
」

教
育
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

教
育
内
容
の
変
わ
る

点
で
す
が
、
授
業
時
間

で
は
１
、２
年
生
が
週
２
時
間
、

３
〜
６
年
生
が
週
１
時
間
の
増

加
と
な
り
、
５
、６
年
生
で
外

国
語
活
動
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

次
に
中
学
校
の
理
科
で
取
り
扱

わ
れ
る
「
放
射
線
の
性
質
」
で

す
が
、
地
元
の
施
設
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
生
徒
の
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き
で
は
。
ま
た
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
方
向
性
は

運
転
再
開
ま
で
に
は

節
目
節
目
に
事
業
者
か

ら
説
明
を
受
け
、
説
明
会
は
１

回
だ
け
だ
っ
た
が
様
子
は
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
２
回
放
送
し
て

い
ま
す
。
周
辺
３
市
の
市
民
に

説
明
し
た
こ
と
で
、
十
分
な
説

明
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
は
太
陽
光
な

ど
の
支
援
を
強
め
て
い
き
ま
す
。
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御
前
崎
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

若 杉 泰 彦

１０
箇
年
計
画
の
内
５

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
人

づ
く
り
や
健
康
・
福
祉
な
ど
の

達
成
度
は

残
念
な
が
ら
数
値
目

標
を
設
定
し
な
か
っ
た

の
で
、
数
値
で
評
価
で
き
ま
せ

ん
。
後
期
計
画
で
は
数
値
目
標

を
定
め
て
管
理
し
ま
す
。

平
成
２３
年
か
ら
は
後

期
計
画
が
始
ま
り
ま
す
。

合
併
時
に
比
べ
る
と
市
の
収
入

は
２３
％
減
り
ま
し
た
。
市
政
の

収
支
バ
ラ
ン
ス
は
ど
う
す
る
の

か
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
重
視
す

る
こ
と
は
な
に
か

御
前
崎
市
独
自
の
意

思
で
、
成
果
を
求
め
ら

れ
る
時
代
へ
の
移
行
を
目
指
し

ま
す
。
進
行
管
理
を
し
っ
か
り

行
っ
て
目
標
を
実
現
さ
せ
ま
す
。

産
業
振
興
、
地
域
振
興
、
教
育

の
充
実
な
ど
の
８
項
目
を
主
体

と
し
ま
す
。障

害
の
あ
る
児
童
や

支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
児
童
な
ど
が
通
常
学
級
に
通

っ
て
い
る
場
合
の
支
援
の
現
状

と
、
今
後
の
考
え
方
は

本
市
に
は
２
６
０
名

程
度
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
児
童
が
い
ま
す
。
そ
の

対
策
と
し
て
教
職
員
の
指
導
力

向
上
、
学
習
支
援
員
の
配
置
、

保
護
者
へ
の
啓
発
お
よ
び
一
般

市
民
へ
の
周
知
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
早
期
発
見
、
早
期
対

応
が
大
変
大
事
で
す
。
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放射線


